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平成１９年１１月９日
扱い 宍道湖・中海問題等対策

特別委員会以降 解禁

平成19年11月8日記者発表資料

提供先 松江市政記者クラブ

松江市議会「宍道湖・中海問題等対策特別委員会」
の説明資料

平成１９年６月１２日付けで城東地区町内会自治会連合会・城東地区治水対策協議
会から松江市議会議長宛に提出された陳情第２８号について、平成１９年１１月９日
の松江市議会「宍道湖・中海問題等対策特別委員会」の場で審議が行われます。
この特別委員会において、河川管理者である出雲河川事務所が陳情に対する見解を
説明する予定になっています。
つきましては、特別委員会で河川管理者説明に使用する資料について、事前に配付
し説明をさせていただきます。

○説明内容
・ 城東地区から松江市議会への陳情（具体的要望内容 」についての見解「 ）
・現計画・城東地区の意見をもとに検討した代替案の比較について

○参考
宍道湖・中海問題等対策特別委員会
平成１９年１１月９日（金）１０時から
松江市役所 第一常任委員会室

問 い 合 わ せ 先

国土交通省中国地方整備局 出雲河川事務所
０８５３－２１－１８５０TEL
０８５３－２５－０８１９FAX

(技)副所長 土江 清司 （内線２０５）
つちえ せ い じ

建設専門官 笠見 紀之 （内線５１１）
かさ み のりゆき



城東地区から松江市議会への陳情

具 体 的 要 望 内 容

１）大橋川は拡幅せず現状のままとし、護岸嵩上げは
パラペット方式として下さい。

２）計画洪水位はＨＰ＋２．５ｍとなっているが、この水
位を可能な限り下げて環境保全に勤めて下さい。

３）上流部の放水路計画は３００ｍ３／s前後の能力と
することが望ましい。

４）築堤方式の大堤防は環境上絶対避けるよう配慮し
て下さい。

５）現在の松江大橋・新大橋２橋は、これを絶対架け
変えせず補強程度に留めるよう配慮して下さい。
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１）大橋川は拡幅せず現状のままとし、護岸嵩上げはパラペット方式として下
さい。

◆ 斐伊川・神戸川の治水計画は、昭和４７年の水
害を契機に、上流、中流、下流のそれぞれが治
水機能を分担することについて、流域の合意を
得た計画です。

すでに、ダム建設や放水路整備が進められて
いるなか、大橋川の改修についても進めていく
必要があります。

◆

計画対象降雨は昭和４７年洪水の実績降雨に対
し１割増し程度 （流域平均２日雨量３９９mm ）

「斐伊川・神戸川の治水に関する基本計画の具体的内容（S54.11）」に対する議会同意経緯

頓原町議会同意昭和５８年 ２月

木次町議会同意、仁多町議会同意昭和６０年 ３月

大社町議会同意平成 ４年 ６月

出雲市議会同意昭和５７年 ９月

松江市議会同意昭和５６年 ３月
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１）大橋川は拡幅せず現状のままとし、護岸嵩上げはパラペット方式として下
さい。

堤防は、洪水を安全に流す構造のものでなけれ

ばなりません。このため、計画で想定している洪水

を安全に流せる高さ（計画高水位＋余裕高）まで、

「盛土」とすることが原則です。

ただし、土地利用の状況などにより、計画で想定

している洪水の水位（計画高水位）より上の部分

（余裕高）については、パラペット方式とすることも

できます。

いずれにしても大橋川の改修は必要ですが、堤防

の形状等については市民のみなさんの意見を伺

いながら決めていきます。

「盛土」の理由
・構造物による劣化現象が起きにくい
・基礎地盤と一体としてなじむ
・地震等により被災した場合、復旧が容易
・施工に必要な工期が短い

計画高水位

計画高水位

◆

◆

◆
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２）計画洪水位はＨＰ＋２．５ｍとなっているが、この水位を可能な限り下げて
環境保全に勤めて下さい。

斐伊川・神戸川治水対策（３点セット）は、上流、
中流、下流のそれぞれが治水機能を分担するこ
とにより、宍道湖計画高水位（H.P.+2.5ｍ）を設
定しています。

上流、中流においては、流域の合意を得た計画
に基づき、志津見、尾原ダムは平成２２年度完成、
斐伊川放水路は平成２０年代前半の完成を目指
して事業が進んでおり、上流のダムと斐伊川放水
路の計画規模をさらに大きくすることは現実的で
はありません。

H22完成予定
(本体打設中）

H20年代前半
完成予定
（築堤８割完了）

◆

◆

－H.P. ＋３．６８ｍ３点セットなし

さらに大橋川改修により宍道湖水位を２３cm下
げます

H.P. ＋２．４９ｍダム・放水路・大橋川改修

ダム・放水路の効果により、３点セット無しに比
べ宍道湖水位を９６cm下げます

H.P. ＋２．７２ｍダム・放水路整備

備 考宍道湖計算水位治水施設整備
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３）上流部の放水路計画は３００ｍ３／s前後の能力とすることが望ましい。
大橋川の一部拡幅・掘削に相当する流
量は約２００㎥／ｓであり、宍道湖から日
本海へ分流する放水路を計画した場合、
直径約９ｍのトンネル３本が必要となりま
す。また、宍道湖水位（H.P.+2.5m）に対
応した堤防整備は必要です。

◆３００㎥／ｓの放水路とする場合、

・直径約９ｍのトンネル５本が必要→事業費の更なる増加

・宍道湖水位H.P.+2.36ｍ
→大橋川の堤防整備は必要（大橋－新大橋間（北岸）の最低地盤高約1.8ｍ）

・永年的なトンネル放水路の管理

・流域全体の新たな合意が必要 など

いずれにしても、治水計画上、大橋川改修より優れた計画とは考えられません。

流量単位：㎥/s

トンネル部

Ｌ＝3,000m

開削部

Ｌ＝1,000m

直径約９ｍ、トンネル本数：３本

約６０ｍ幅

佐陀川
110

西長江トンネル
約２００

大橋川
約１，４００

築堤等

（一部拡幅・掘削無し）

大橋川改修に比べ、

・事業費がおよそ２５０億円増加

・永年的なトンネル放水路の管理

などが必要となり、治水計画上、大橋川
改修より優れた計画とは考えられません。

加えて、流域全体の新たな合意が必要

となります。

◆

◆

６



４）築堤方式の大堤防は環境上絶対避けるよう配慮して下さい。

◆松江大橋～新大橋の北岸では、計画で想定している洪水の水位より最大で約６０
cm地盤が低い箇所があります。

必要な堤防の高さまで盛土により施工すると、現況地盤より最大で約１ｍ６０cm高く
なりますが、余裕高部分をパラペットにより施工することで、堤防の高さ（盛土の高
さ）を最大でも現地盤より６０ｃｍの高さにまで抑えて整備することができます。

◆

◆土堤案（新大橋上流約１００ｍ）北岸

◆石積み＋パラペット案（新大橋上流約１００ｍ）北岸

約１ｍ６０cm

約６０cm

※断面形のイラストはイメージであり、堤防の形状等については、市民のみなさんの意見を伺いながら決めていきます。
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５）現在の松江大橋・新大橋２橋は、これを絶対架け変えせず補強程度に留
めるよう配慮して下さい。

◆ 松江大橋、新大橋は、計画で想定している洪水の水位に対して余裕高が確保されて
いないこと、

松江大橋、新大橋は、大橋川の拡幅により橋の長さが不足すること、

などから、洪水を安全に流すために大橋川の改修に合わせて架け替えが必要です。

◆

５７cm不足

◆また、建設後７０年を経過しているとともに、現在の耐震基準を満たしていないことか
ら、将来的にはいずれ架け替えが必要となります。

なお、架け替えにあたっては、高欄や灯籠など現橋の風情を残すこともできます。◆
８



築堤、一部拡幅・掘削等

大橋川改修計画（現計画）

・上流・中流・下流の合意された治水計画です。
（S56.3松江市議会は「斐伊川・神戸川の治水に
関する基本計画に同意）

・これまでの合意事項の大きな変更であることから
流域全体の新たな合意が必要となります。

・掘削、拡幅などの改修の進捗に応じて効果が発現
します。

・事業進捗に応じた効果の発現が難しく、長期に渡る工事
期間中は治水安全度が向上しません。

与える影響を把握するため、環境調査を実施中です。

・呑口部（宍道湖側）、吐口部（日本海側）において

景観阻害が懸念されます。
・洪水時のみトンネルから日本海に大量の淡水が排水され
るため、日本海の環境変化や漁業への影響が懸念されま
す。（環境調査必要）

大橋川の通常の維持管理に加えて
・放水路トンネル、潮止堰の維持管理が永年的に必要です。
・洪水時、放水路トンネルの潮止堰ゲート操作が必要です。
・日本海側の冬期風浪や河口閉塞等の対策が必要です。

大橋川の通常の維持管理
（新たな維持管理は発生しません。）

９

■宍道湖水位：H.P.+2.5m

■大橋川計画流量

：1,600㎥/s

■宍道湖水位：H.P.+2.5m

■大橋川計画流量：1,400㎥/s

■トンネル放水路：200㎥/s

・拡幅により約４０戸の移転戸数が発生します。

現計画・城東地区の意見をもとに検討した代替案（西長江川開削＋トンネル）の比較について

・大橋川の築堤により約１２０戸の移転戸数が発生します。

・西長江川開削により６戸程度の移転戸数が発生します。

・宍道湖へ注ぐ現在の西長江川の雨水排水、農業用取水機能
を確保する施設が必要となります。

佐陀川
110

西長江トンネル
約２００

大橋川
約１，４００

築堤等

（一部拡幅・掘削無し）

日本海へ放水路（西長江川開削＋トンネル）

社会環境へ
の影響

治水効果の

発現

自然環境への
影響

・宍道湖、大橋川、中海、境水道の水環境や生物に

維持管理面等



大橋川での共通

となる工事項目

約１５０億円

用地・家屋補償（一部拡幅）
約５０億円

大橋川の一部拡幅＋掘削
約１００億円

潮止め施設（潮止施設＋吐口施設） 約３５億円

道路橋架替え ３橋（国道431号等） 約３億円

約４００億円

用地補償 約６億円

管理用道路（吐口部箇所） 約２億円

呑口施設 約１８億円

宍道湖水位は、H.P.+2.5ｍであり、築堤（工事、用地・家屋補償）、大橋・新大橋架替え等は必要となります。

・大橋川沿川の地盤高は計画で想定している洪水の水位に対して、ほとんどの箇所が低くなっています。したがって、
計画堤防高まで堤防整備が必要となります。

・大橋・新大橋は計画で想定している洪水の水位に対して必要な桁下高が確保できていません。したがって、桁下高を
計画堤防高まで上げる必要があります。

西長江川の開削 延長約１ｋｍ 約２８億円

直径約９ｍのトンネル３本 延長約３ｋｍ／本 約３０７億円

大橋川改修計画（現計画） 西長江川開削＋日本海へトンネル放水路

鉄道橋架替え １橋（一畑電鉄） 約２億円＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

現計画・城東地区の意見をもとに検討した代替案（西長江川開削＋トンネル）の比較について

共通となる

工事項目以外

での工事費

（築堤、大橋・
新大橋架け替え
費用は計上して
いません）

※工事による影響、環境に及ぼす影響等については記載していません １０



現計画・城東地区の意見をもとに検討した代替案（西長江川開削＋トンネル）の比較について

恵曇市街地

松江市街地

佐陀川

佐陀川

日本海

宍道湖

潮 止 め 施 設
約＝３５億円(潮止施設＋吐口施設)

鉄 道 橋 架 替 え（一畑電鉄）
約＝２億円

呑 口 施 設
約＝１８億円

直径約９ｍのトンネル３本
延長約３ｋｍ／本
約３０７億円

用地・家屋補償
約６億円

管理用道路
(新設）

約＝２億円

道 路 橋 架 替 え
３橋（国道431号等）

約＝３億円

西長江川の開削（延長約１ｋｍ）
約＝２８億円

新たに必要となる工事項目
（イメージ図）

日本海

宍道湖
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現計画・城東地区の意見をもとに検討した代替案（西長江川開削＋トンネル）の比較について

代替案を整備した場合のイメージ図

日本海

宍道湖

恵曇市街地

佐陀川
日本海

宍道湖

西長江川

12



大
橋
川

代替案によって大橋川改修計画（現計画）のうち不要となる工事項目

大橋川の一部拡幅・掘削
約１００億円

大橋川の一部拡幅に伴う
用地・家屋補償
約５０億円

朝
酌
川

天
神
川

剣
先
川

中海

宍道湖

13

不要となる一部拡幅・掘削箇所

現計画・城東地区の意見をもとに検討した代替案（西長江川開削＋トンネル）の比較について



代替案を実施しても堤防整備、大橋・新大橋は架け替えが必要

朝
酌
川

天
神
川

大
橋
川

剣
先
川

中海

宍道湖

14

トンネル放水路とした場合でも、宍
道湖水位はH.P.+2.5ｍであり、大橋
川沿川には堤防整備が必要です。

大橋、新大橋は計画高水位に対し必
要な桁下高が確保されていないため、
架け替える必要があります。

現計画・城東地区の意見をもとに検討した代替案（西長江川開削＋トンネル）の比較について


